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氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

上野智也・特別研究
員

日本学術振興会 代表
特別研究員奨励費「骨肉腫におけるTGFβ応
答性Mycスーパーエンハンサーの意義」

研　究　題　目

伊藤公成・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)「Mycスーパーエンハンサーに
着目した骨肉腫発症メカニズムの統合的理
解」

大谷昇平・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「骨肉腫発症における新規γグル
タミル回路調節因子の役割」

上野智也・助教 日本学術振興会 代表
研究活動スタート支援「骨肉腫発症・進展
におけるTGFβ誘導性Myc過剰発現の時空間
的制御機構とその役割」
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分子硬組織生物学分野
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RUNX2 in Skeletal Development Among Calvaria, Limbs, Vertebrae and Ribs. International Journal of Molecular
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